
ＣＯＰＤ（慢性閉塞性肺疾患）に負けない
体づくりのための食生活

●高齢者のＣＯＰＤの特徴
●ＣＯＰＤの場合、呼吸に使う筋肉が落ちているため、呼吸時にたくさんのエネルギー

  を使います。健康な人よりも多くの食事量が必要ですが、息切れや倦怠感等でうまく

  食事がとれずに痩せていく傾向にあります。
●急激な体重減少（半年で 10％以上）は「増悪」の前ぶれのことが多いので要注意です。

●ＣＯＰＤを防ぐ食事
【ポイント１】毎食の主食でたくさんのエネルギーをとる工夫を！
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【ポイント２】たんぱく質をしっかりとりましょう。

体の筋肉をつくるために、たんぱく質は必要です。
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【ポイント３】食欲のない時は 3 回の食事にこだわらず、数回に分けて

　　　　　　　食べたり、間食を上手にとりましょう。

【ポイント４】お腹がはる

炭酸飲料は避けましょう。
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